
6。 講座の詳細 (シ ラバス)

大学名
(日 本語) 清州大学校

(Engiish) Cheongju Un抒 ersity

講座タイトル
(日 本語) グローバルコミュニァイ

(English) Global Community

講座実施期間 2022年 9月 1日 ～ 2022年 12月 30日 講座実施曜日/時間 火 曜日/14:00～ 16

講座対象学部

及び学科名

(日本語) 全学部全学科

(Engiish) All undergraduate departrncnts

受講対象学生数 100 名 受講対象学年 全学部全学科 講座で使う言語 韓国語 。日本語 。英語

日付 講義テーマ
講師名

(姓) (名 )
講師所属機関名

第1回 (日 本語) 講義紹介、グローバル共同体論の意味 沈 銀珍 清州大学校

9月 6日 (Engish) Introduction oflccturc,mcaning of giobal community thcoリ Shiln Eun Jin Cheonglu Univcrsity

第2回 (日 本語) なぜ今、グローバル共同体なのか ? 鄭 俊坤 ユーラシア財団

9月 13日 (Englsh) Why is it nOw a giobal co■ 11■unity? Jung Jun Gon Eurasia FoundatiOn

第3回 (日本語) アジアの平和と共存 金 香淑 日本大学

9月 20日 くEnglsh) Pcacc and Coexistence in Asia Kim Hyang Suk Nihon l」niversity

第4回 (日 本語) 文イ監都市と共存の意味 金 星逸 清州大学校

9月 27川 (English) Ⅳreaning Of coexistence with cultural cities Kim SoungII Chconju Un市 crsity

第5回 (日 本語) グローバル市民意識と変化 鄭 ヒ ョンジ ュ ン プルー トー

10月 4日 (Englsh) Cl10bal(う itizenship and Change Jung Hyun Jun Pluto

第6回 (日本語) 中国文学の中の戦争 李 時燦 清州大学校

10月 11日 (Englsh) War in Chinese Litcrature Lce Si Chan Cheonju University

第7回 (日本語) なぜ戦うのか 金 英美 時事ジャーナル

10月 18日 (English) Why are we ighting? Kim YOungふ江i SiSa JOurnal

第8回 (日本語) 中間テスト

10月 25日 (English) Midterm exam

第9回 (日本語) 多文化の共存 イダ ドーシ 淑明女子大学校

11月 1日 (English) The coexistencc of rnulticulturalsm Ida Daussy Sookmyungヽ Iヽoncnls Univcrsity

第10回 (日本語) マグレブ国家の平和と共存 本ト 雄培 アルアカワイン

11月 8日 (English) Pcace and Coexistence ofthe A/1aghreb Nation Park Woongbac AI Akhか vayn University

第11回 (日本語) メタバースとグローバル共同体 金 ヤ ンホ 清州大学校

11月 15日 (Engiる h) Mctabus and thc Global Communiリ Kim Yangho Cheongju Un市 crsity

第12回 (日 本語) 戦争と平和、そして芸術 ハ こ/ ウィジョン 忠北大学校

11月 22日 (English) War,peace,and art Han Wijung Chunsbuk National Univcrsity

第13回 (日本語) 社会福祉とグローバル共同体 旦 帯會 清州大学校

11月 29日 (Englsh〉 Social Welfare and the Global Community Koo Chul Hwc Chcong,u UniVCrsity

第14回 (日本語) ヒューマニズムの必要性 李 ゼ ヒ 中国政経文化研究院

12月 6日 くEnglsh) The neccssity of humanisin Lce Jaehee

第15回 (日本語) 学期末考査

12月 13日 (Engish) Final cxam

第16回 (日本語)

(Englsh)

第17回 (日本語)

(Enghsh)

(22GA JP2)


